
36	 日本歯科大学　校友会・歯学会　会報　Vol.39  No.3  2014

群馬県

上州グルメは思い出とともに

うどんを打てねば……
　私のぐんまグルメは，新潟歯学部
口腔外科・故加藤譲治教授（群馬県
出身）に教えていただいたことに始
まる。
　日本 3 大うどんのひとつと言われ
る水沢うどんをはじめとして，館林
うどん，桐生のひもかわ，もんじゃ
焼，焼きまんじゅう，酒饅頭，など
小麦粉を主とするおいしいものが多
い。
　「うどんを打てねば，群馬の嫁に
はなれねえ」と，加藤教授自ら医局
のテーブルで，うどんの打ち方を教
えてくださった。つい最近まで，う
どん打ちの道具は嫁入り道具だっ
た。
　群馬では，慶弔の際には，うどん
を食べる。

医局で焼いた
焼きまんじゅう

　また，串に刺したまんじゅうに醤
油，味噌，砂糖のタレをつけて，焼
く，焼きまんじゅうを医局で焼いて
いたら，医科病院の病棟まで，おい
しい匂いが漂ってしまった。すぐに，
看護師長がにおいの元をつきとめ
て，飛んできて，たんまりとお叱り
を受けた。この，こんがりと焼けた，

香 ば し い 味 と 香 り は， 日 本 人 の
DNAにしみてくる。
　加藤教授は酒饅頭のなかでも，と
くに，片原饅頭がお好きで，両手に
持たれて，ほおばっていらしたこと
を思い出す。
　豚肉の生産も盛んで，とんかつの
お店も多い。新潟歯学部の向かいに
あった赤川食堂のソースかつ丼（ご
飯の上にキャベツ，その上にとんか
つ，ウスターソースがかかる）も
加藤教授が群馬の郷愁から提案され
てメニューになったとのこと。最近
では，安中にタルタルソースをかけ
た，かつがテレビに出て大ヒットし
ている。

おきりこみで
体が芯から温まる

　すりこぎ棒程もある下仁田ネギ，
嬬恋高原のキャベツ，沼田のリンゴ，
箕郷の梅，上州和牛，こんにゃくな
どなど，食材の宝庫である。
　古くからの家庭料理としてのごち
そうは，おきりこみである。醤油あ
るいは，味噌のお汁に，ダイコン，
ニンジン，サトイモ，シイタケ，ネ
ギ，ゴボウ，鶏肉，豚肉などなど，
たくさんの具が入り，小麦粉を練っ

て，切って（ほうとうのような，う
どんのような）入れる。空っ風の寒
い冬の群馬。おきりこみで，体が芯
から，温まる。
　県別認知度ワースト 1 位を返上す
べく，県ではおきりこみで，群馬を
アピールする作戦を練っている。富
岡製糸場の世界文化遺産登録，そし
て「ぐんまちゃん」もゆるキャラグ
ランプリ 1 位まで，あと一押し。絹
と織物で外貨を稼いだ，かかあ天下
は健在か？ 真意は “うちのかかあ
は働き者で，日本一” と自慢するこ
とらしい。

　空っ風，吹いても離すな，焼きま
んじゅう。今日の夕ご飯は，下仁田
ネギ，上州和牛ですき焼きにしま
しょう。いつの日か，かかあ天下に
なれるだろうか？
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